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照者の各20名。参加者は、Actigraph Mini-Motionlogger (Ambulatory Monitors Inc., Ardsley, NY, US
A)を手首に6-7日間連続して装着し、測定最終日に質問紙評価(身体機能評価としてHealth Assess
ment Questionnaire disability index (HAQ-DI)、健康関連QOL評価として Medical Outcome
s Study (MOS) 36-item short-form health survey (SF-36))を実施した。 
Actigraphデータは、専用ソフトでPCにダウンロードされ、Excelファイルに1分毎の活動数と
して記録された。8:00AM-8:00PMのデータから、先行研究を基に3つのパラメータ；平均活動数
(mean activity count / MAC; 測定期間中の1分毎の平均活動数)、ピーク活動数(peak activity 
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患者11.0(5.8)%、健康対照者4.9(3.1)%であった。健康対照者と比較してRA患者は有意にMACが
低く(Welch two-sample t test, t=2.74, p<0.01)、LARが大きかった(Welch two-sample t test,
 t=-4.16, p<0.01)。PACは2群間に有意の差を認めなかった。LARはMACと有意の負の相関を示




rank sum test: MAC; rho=-0.52, p=0.018, LAR; rho=0.58, p=0.007)。さらにLARは、SF-36
サブスケールと有意の相関を示した(Spearman’s rank sum test: “bodily pain”; rho=-0.47, p=























第2の知見に関連して、腰部装着加速度計データとYale Physical Activity Survey (YPAS)を
比較したRA患者の研究では、YPAS Activity Dimensions Summary Indexは高強度活動の平均
時間と相関していたが、低強度活動の時間とは相関がなかった。Actigraphを使用した本研究では、
LARはHAQ-DIおよびSF-36のphysical component summaryを構成するサブスケール( “bodily 
pain”と“physical functioning”)と有意の相関を示した。Actigraphによる低強度活動評価は、活動
制限を有するRA患者において、身体機能の質問紙情報を補填するデータとして有用と思われた。 
   【結語】 
      手首装着のActigraphによる低強度活動の評価は、RA患者の身体機能の特性を評価するために
有用であり、他の慢性疾患による活動制限を有する集団にも応用可能と思われる。 
